
第 1 回 基本問題検討委員会 議事録 

【令和 6 年６月６日 東京都庁第二本庁舎】 

 

あいさつ      東京都高等学校体育連盟会長     奥秋 將史 

 体育祭のピークを迎え、熱中症の懸念があったが、現在のところ予想より湿度が低く、各校特に問題

なく執り行われているようだ。これから梅雨に入り、夏も酷暑と言われているので、引き続き熱中症に

は注意を払うようお願いしたい。また、部活動時の事故が増えてきていることと、部活動外ではあるが、

自転車のヘルメット着用が十分ではないという報告がある。どちらも課題はあるが、事故のないよう取

り組んでいきたい。 

 

【連絡・報告事項】 

１ 諸会議等報告 

（１）第一回常任理事会 「議事録」（4 月 4 日実施） 

（２）理事会・評議員会 （オリンピック記念青少年総合センター 4 月 13 日実施） 

議案通り承認  委任状数 331 名 

（３）都総体総合開会式 （オリンピック記念青少年総合センター 4 月 13 日実施） 

参加生徒数 91 名 

（４）新旧役員会 （オリンピック記念青少年総合センター 4 月 13 日実施） 

参加者数 66 名 

２ 全国高体連関連 

（１）令和６年度全国高等学校総合体育大会関連 

① 競技会場・競技日程 

② 総合開会式開催要項等 

③ 総合開会式への参加人数、参加種目について 

役員招待席       ２名   

選手団         ８名（役員３名・陸上競技選手５名） 

引率者（会場内入場可） ２名以内 

④ 東京都選手団入場時放送原稿 

『江戸っ子アスリートは、ありがとうの気持ちを忘れずに、義理と人情で勝負します。』 

⑤ 令和６年度全国高等学校総合体育大会宿泊要項 

（２）令和６年度全国高等学校総合体育大会宿泊に関する規定の遵守について(依頼)  

（３）令和７年度全国高等学校総合体育大会 競技会場・競技日程 
３ 関東高体連関連 

（１）令和５年度関東高等学校体育大会成績一覧 

（２）令和６年度関東高等学校体育大会開催予定 

（３）令和６～１３年度 関東高等学校体育大会開催予定 

（４）令和６年度 関東高等学校選抜等大会 

（５）令和６～10 年度 関東高等学校選抜等大会開催予定 

（６）関東大会東京開催種目開会式出席者（挨拶者）について 

・陸上競技 駒沢陸上競技場 6/14（金） · 鴻野副会長 

・体操 東京体育館 6/1（土） · 小高副会長 

・新体操 ｴｽﾌｫﾙﾀｱﾘｰﾅ八王子 6/1（土） · 山田監事 

・バスケットボール女子 東京女子体育大学 6/7（金） · 高取副会長 

・フェンシング 新座市民総合体育館 6/7（金） · 高野副理事長 

・ウェイトリフティング 駒沢屋内球技場 6/8（土） · 田中副会長 



（７）令和６年度 関東高等学校体育連盟専門部役員名簿 

（８）関東大会・選抜等大会に係る提出書類の流れ 

４ 東京都高体連関連 

（１）令和６年度東京都高等学校体育連盟会議日程等 

（２）東京都高等学校体育連盟研究部事業 

（３）体罰根絶に向けた取組の再確認について（通知） 

（４）令和 6 年度 中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J）実施に関するお願いについて（依頼）  

【協議事項・議題】 

基本問題検討委員会 

（１）令和６年度全国高等学校総合体育大会 東京都役員・選手結団式（案）について…【承認】 

 ⇒①チアリーディング専門部より式中に激励パフォーマンス。 

  ②開始時間が 14 時となる。 

（２）令和６年度東京都高等学校総合体育大会の反省について 

本部関連 

（１）令和９年度全国高等学校総合体育大会（南関東ブロック開催）について 

【事務局より】 

 指導者講習会について 

 提出物について 

 

あいさつ      東京都高等学校体育連盟副会長     浅見 浩一郎 

 本校も先日体育祭があり、無事に執り行えるよう具体的な対策として、生徒主体で保健委員を中心に

熱中症予防教室という研修会を事前に開き、各クラスに周知をした。第一段階にセルフコントロール、

第二段階に自由に使用できるクーリングルームを設置、第三段階で教員の下処置を受けるという体制を

作った。第三段階を踏むことなく、無事に体育祭を終えることができた。成功の基は、生徒全員一人一

人が理解して動いたこと。これを各会場における高体連の動きに例えると、専門部の先生方が理解をも

って行うことにより、最終的な段階である会場責任者の判断という場面でスムーズな運営ができるもの

と思われる。コロナ禍が過ぎ、制限がなくなり生徒が明るく前向きに取り組んでいるので、運営も支え

ていきたい。 

 


